




「まちなか再生戦略 WS 事業」から「まちなか再生活動」へ  
NPO 法人市民の力わかやま 
理事  糀 谷  昭 治 
 
 平成 23 年度ふるさと雇用再生特別基金活用事業に、「まちなか再生戦略 WS（ワークシ










ることを目指すと共に、この WS を通じて「まちづくり人材」の育成を図る。  
 
■これまでの経緯  
和歌山市では平成 10 年度「第一次中心市街地活性化基本計画」を策定し、翌年に TMO
「（株）ぶらくり」を設立して中心市街地活性化を 4 年間進めてきたが、57 事業中 11 事業
の実施に留まった。平成 16 年度に WS を実施⇒市民の意見を反映した基本計画に改訂、
事業推進を強化して 32 事業中 13 事業を実施し、合わせて 89 事業中、実施できた事業は
24 事業と実施率 27％に過ぎない状況であった。  
そこで国の方針変更に則り平成 18 年度からは、推進の主体を TMO から中心市街地活性
化協議会に移し、「第二次中心市街地活性化基本計画」を策定、平成 19 年度から、約 60


























■戦略 WS の実施  









2. WS 実施の体制と内容  
（ 1）奥村プロジェクトコーディネーター・高橋顧問の指導を受け、プロジェクトマネー
ジャー・ファシリテーター 6 名を含むスタッフ 9 名、WS 参加者（36 名⇒最終 22 名）
の体制で 20 回実施。  






（3）WS の結果・成果  























































































































































・丸亀商店街視察  ･先進事例を見学。  
･話を聞くことが重要で  


















































 3/25 最終報告会   （於）みんなの学校  
表  1 まちなか再生戦略 WS の内容  
特集 
6 
心候補地を選んだ結果、ぶらくり丁が復活して中心候補地は 4 地域になった。  
④  ケーススタディ：中心候補地 4 地域の将来像を構想  
 ぶらくり丁界隈：北ブラくり丁とぶらくり丁間の駐車場を公園にし、露地で繋ぐ。こ
の公園や露地には魅力的な小店舗などが集積するエリアとして発展・・・・・  





⑤  将来像を実現するプロセス（行動計画）を構想  
 中心地が決まるまでのプロセス＆中心地が決まってから将来像が実現するまでのプロ
セス  ⇒主として以下のためのプロセス（行動計画）を構想した。  
 市民が、「まちなか再生が重要で必要だ」と思う気運を醸成させること。  
 「まちの中心を担う！」と覚悟を決め、活動を開始する地域が現れること。  
⑥  上記成果をまとめ、事業報告会を開催して報告、報告書をまとめて H23 年度事業を
終了した。  
 




・世論醸成戦略チーム  ・イベント検証戦略チーム  ・情報発信戦略チーム   





7/6 に全体会議で下記の新しい活動の目的・アクションプランを承認、 8/10 に「わかや












3．当面の具体的な活動（表 2）  
表  2 アクションプラン  













2 わかやまイイネ！運動  具体的な活動方法を明確化⇒活動開始  8/10〜  







順 次 報 告
し  
最終 3/31 
4 まちづくりサロン  
・二火会（1000 人会と協働）  
・協力店（スイッチなど 3 店くらい）  




















6 具体的な活動  
やりたい人がやりたいことを企画⇒仲間を集
める。例えば、  
・掃除や清掃  
・焼きそば  
・ステッカー  
・ぶんだらに連をつくって参加  
・県の市街地緑化事業に参加  
7/10～  
企画開始  
 
他の団体・個人への PR
⇒入会勧誘や連携  
・相互に講演等の機会を持ったらどうかなど、
それぞれが参加している他の団体で PR⇒連
携  
・地元説明会  
7/10〜  
 
11/1〜  
  
